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愛知大学の前身である京．帆同文書院（のちに大学）が．
九
O
一（明治二一十四）年上海に創立されてから今年は．
j
皮
百周年に当たりますので、かねてより百同年記念行事の開催につき、愛知大学側に御協力、御支援をお願いして参りましたところ、ご快諾をいただき、本日ここに全国各地の一掃友同窓多数のご参集を得て、記念式典、を愛知大学と共に開催する運び なりまし ことは 誠にご同慶に堪えず、御協力いただきました武田学長はじめ愛大関係者の皆様に附く御礼申し上げる次第で ざいます
c
ご高木の通り、東亜同文書院は、荒尾精先生の提唱によ
り一八九
O年上海に設立された日消貿易・研究所を・源流とし、
市京同文書院を経て、
J九
O
一年．九月、京雌同文抗日院とし
て上海に誕生いたしました
U
中J時、．内欧列強のアジア進出、
Mm
民地位伴悦争は峨州…を
Mm
め、中凶は無惨に蚕食されて同家出卯の危機にあり、東アジア令．体は極めて緊迫した状況下にあり しかかる
状況下に、中国の命運はわが国の慌哀につながる とを憂
慮した近術鰐府八ム（八ム品川、町族院議長）が「小同保令」「東洋保令．」を綱制とする東亜同文会を結成したのが．八九八（明治二
J十．）年のことでありますョ
この東亜同文会が日中輯協（友好協
hH
）のための人材育
成を目的として創立経営したのが 書院（のちに大学）であり、この学園に年々歳々、靖亜の志に燃えた若い俊秀たちが日本全国から集まり、後には志を じくする中同の青年たちも加わり、共に勉学し、多感な青春時代 過ごした であります一
U
学生速は、中同に学び、中国に親しみ、日中提携の礎となるべき学問に精進したのであ ますが、特に毎年批ぃ
u川学
年の学生が実施した中同「大旅行」調先は 他 知を
H凡な
い広範多岐なものであり、卒業論文 なった医大なその知白川は「文郎経済全
A
」や「支那省別令誌」などの基礎と
もなった民取 小川資料として 今日においても向い 術的評価を受けているのでありますれ
その小同研究の成果は、日本人の 凶理解に大きな伴家
的役割を果たし、また、日中間の貿易、経済等の発展強化に多大の貢献をいたし した。列強進出の根拠地となり、中国と世界を結ぶ一大国際都
市であり、また中国革命の策源地ともなった上海で学ぶことは、世界の 勢を知り、中国人の苦しみに参加し 中国の憂悶を我が事として体得することとなりました。東亜同文書院の卒業生達は、産業・貿易・経済・外交・言論・文化・学術等の各界において日中間の架け橋となるべく、粉骨砕身活躍し、日中提携に多大の貢献と足跡を残したのであります。しかし、不幸にして、日本軍部の暴走による中国侵略は、日中関係を根底より砲し、一九四五（昭和二十）年 日本の敗戦と共に、東亜同文書院大学は廃校となり、近衛、荒
尾、根津三先覚が指導し、東亜同文書院 学生達が念願た日中提携、東亜保全の夢は無惨にも破られたのであります。
さりながら母校に限りない愛惜を持ち、先人達 精神を
未来に活かしたいと熱望する東亜同文書院の教授、学生速は、終戦の翌年、上海から引揚げ帰同して直ち 愛知大学の創立に奔走したのでありますが、特に東亜同 書院大学の最後の学長、本間喜一先生の並々ならぬご努力によってここ豊橋に愛知大学が開学され、東亜同文書院の遺産と伝統が継承されることになっ のであります
D
東亜同文書院大学がこの地上か 消えてよ 半世紀、その同窓会である濯友会も、年々多く 会員を失い、かねてより今後の存続問題につき真剣な討議が行われて参りましたところ、掘友会は愛知大学同窓会 特別会員 して合流
することが決定され、愛大同窓会側のご同意を得ることができましたことは、誠に慶賀に堪えず、一掘友会として愛大同窓会側に対し、深甚なる感謝の意を表したいと存じます。今回の百周年記念行事は、東亜同文書院大学創設の歴史
的意義を再認識する 共に その建学 精神と伝統が新しい二十一世紀に即応 て、永く愛知大学に継承されるこを希求し、東亜同文書院、愛大関係の紳を確認することを目的として実施されました。願わくば、東亜同文書院大学の歴史と伝統と遺産が愛知大学の永遠の発展の基盤となり、他に比類なき特色と学風を備えた愛大から、世界の進展に寄与する多 の人材が輩出することを念願してやみません。東亜同文書院創立百周年に際し、深甚なる感謝と今後への期待を込めて私 挨拶 いた す。有り難うございました。
東亜同文書院告lj 、7：百 lli]!f ,;t!念式典
